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ま 

 
﹁
学
校
で
は
先
ず
教
え
な
い
特
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か 
分
野
に
特
段
の
関
心
を
持
ち
︑
且
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お 

実
社
会
に
於
け
る
当
該
分
野
の
専
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
ぐ 

家
と
対
等
に
渡
り
合
う
だ
け
の
優
れ 

 
 

 た
能
力
を
発
揮
す
る
﹂
子
供
︵
小
学
校 

 
 

 中
学
年
児
童
～
高
等
学
校
生
徒
︶

達
を
紹 

 
 

 
 

 
 

ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー 

 
 

   
は
か 
せ 

介
す
る
多
様
性
番
組﹃
博
士
ち
ゃ
ん
﹄ 

 

︵
﹃
テ
レ
ビ
朝
日
﹄
：
以
下
︑
テ
レ
朝
︶
を 

 
 

 ﹁
発
達
障
害
︵
高
機
能
自
閉
症
：
知
能
指 

 
 

 数
が
比
較
的
高
く
且
つ
特
定
分
野
に
於
い 

 
 

 て
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
す
る
一
方
︑
健 

 
 

 常
者
と
比
べ
て
頭
の
回
転
や
手
先
の
動
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
る 

が
遅
く
︑
事
が
思
い
通
り
に
進
ま
ず
或
い
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
ん
し
ゃ
く 

時
間
が
迫
っ
た
り
す
る
と
癇
癪
を
引
き
起 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す
︵
＝
ぱ
に
く
る
︶
事
が
多
い
︒
知
的
障 

 
 

 害
を
伴
わ
な
い
脳
障
害
の
一
例
︶

を
負
っ 

 
 

 た
状
態
で
昭
和
に
生
ま
れ
育
っ
た
が 

ゆ
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

い 

故
︑
才
能
を
活
か
す
機
会
や
人
に
恵 

 
 

 
 

 
 

こ
と 

な 

ま
れ
る
事
無
く
世
間
に
身
を
置
か
ざ 

 
 

 る
を
得
な
く
成
り
︑…

今
は
非
正
規 

 
 

 の
掛
持
ち
就
労
を
余
儀
無
く
さ
れ
且 

 
 

 つ
其
の
片
方
︵
会
社
︶

で
は
﹁
遅
い
﹂ 

 
 

 が
故
に
同
僚
他
者
に
迷
惑
を
掛
け
続 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
ら 

け
て
る
﹂者
の
目
で
捉
え
論
ず
る︹←

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

み 

幼
き
日
の
自
分
と
﹁
二
人
で
﹂
視
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

す
な
わ 

つ
︺
八
回
目
は
︑
去
る
夏
・
即
ち
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
で 

月
か
ら
八
月
迄
に
放
送
さ
れ
た
新
作 

 
 

 八
本
中
か
ら
筆
者
也
に
関
心
を
呼
ん 

 
 

 
 

 

た
す
ア
ル
フ
ァ 

だ
﹁
一
＋
α
﹂
件
を
精
査
・
選
別
し 

 
 

 
 

 
 

 
  

こ
こ
ろ 

論
ず
る
を
試
み
た
い
︒ 

 
 

 
 

 

◎
学
年
は
四
月
一
日
時
点
︒ 

 
 

 
 

 

□ 
 

 
 

 

□ 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五 

昭
和
歌
謡
特
集
Ⅴ
・ 

 
 

 
 

 

 

今
観
て
も
格
好
良
い
歌
手
二
○
傑 

︵
二
時
間
二
四
分
枠
・ 

八
月
三
一
日
放
送
︶ 

  
 

 

 

只
で
さ
え
生
来
︑
頭
と
手
の
動
き 

 
 

 が
遅
い
上
に
﹁
酷
暑
﹂
が
加
わ
っ
た 

 

せ 

い 
 

 

所
為
も
在
っ
て
だ
ろ
う
︑
想
っ
て
る 

 
 

 事
の
文
章
化
に
時
間
が
掛
か
り
過
ぎ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ 

こ 

た
が
故
︑
今
回
は
︑
此
処
数
年
来
の 

 
 

 恒
例
企
画
且
つ
去
る
夏
の
放
送
分
中 

 
 

 で
時
間
が
最
長
の
一
本
を
選
ん
で
論 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

や
す 

じ
︵←

﹁
音
楽
系
﹂
故
に
比
較
的
︑
扱
い
易 

 
 

 い
事
も
在
る
︶

︑
他
の
六
本
に
つ
い
て 
 

 
 は

後
半
～
終
盤
に
て
︑
気
に
成
っ
た 

 
 

 事
々
︵
＝
前
述
﹁
＋

α

﹂
︶

を
雑
記
式 

 
 

ま
と 

に
纏
め
て
書
き
留
め
て
お
く―

と
云 

 
 

 う
事
で
御
了
承
戴
き
た
い
︒ 

 
 

 

 

初
出
演
の
八
人
を
含
む
一
七
人
の 

 
 

 ﹁
音
楽
系
博
士
ち
ゃ
ん
﹂
達
に
﹁
懐 

 
 

 泡
男
子
﹂
︵→

﹁
其
の
七
﹂
一
～
二
頁
参 

 
 

 照
︶
を
加
え
た
一
八
人
︵
平
均
年
齢
一
五 

 
 

 歳
は
前
年
と
同
様
︶
が
選
ん
だ
︵
選
考
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み  
 

 
 

 
 

  

こ 

い 

法
は
非
公
表
︶

︑
﹁
今
観
て
も
格
好
良 

 
 

 い
昭
和
の
歌
手
﹂
達
︒―

―

故
人
に 

 
 

 限
り
紹
介
順
に
︵
丸
付
き
数
字
は
順
位
︒ 

 
 

 本
名
と
芸
名
と
が
異
な
る
場
合
は
︑
本
名
を 

 
 

 括
弧
内
の
始
め
に
表
記
︶―

―
 

や 

し
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
き
よ 

⑯
八
代
亜
紀
︵
橋
本
明
代
︑
一
九
五
○―

 
 

 
 二

○
二
三
︶
⑭
石
原
裕
次
郎
︵
一
九
三
四 

 
 

 

―

一
九
八
七
︶
⑫
水
木
一
郎
︵
早
川
俊
夫
︑ 

 
 

 一
九
四
八―

二
○
二
二
︶
⑧
坂
本
九
︵
大 

 

ひ
さ
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ぎ 

島
九
︑
一
九
四
一―

一
九
八
五
︶
⑦
笠
置 

 
 

 シ
ズ
子︵
亀
井
静
子
︑一
九
一
四―

一
九
八 

 
 

 五
︶⑥
尾
崎
豊︵
一
九
六
五―

一
九
九
二
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
つ
お 

⑤
西
城
秀
樹
︵
木
本
龍
雄
︑
一
九
五
五―

 
 

 
 二

○
一
八
︶③
美
空
ひ
ば
り︵
加
藤
和
枝
︑ 

 
 

 一
九
三
五―

一
九
八
九
︶
︒ 

 
 

 

 

前
年
の
昭
和
歌
謡
特
集
︵
二
○
二
三 

 
 

 年
八
月
二
六
日
放
送
︒
昭
和
の
歌
手
・
男
女 

 
 

 各
一
○
傑
を
一
四
人
が
選
考
：﹁…

想
う
事
・ 

 
 

 其
の
四
﹂
参
照
︶
で
は
﹁
圧
勝
﹂
の
首
位 

 
 

 だ
っ
た
美
空
が
今
回
︑
三
位
に
止
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
す 

が 

っ
た
の
は
︑…

流
石
の
﹁
音
楽
系
博 

 
 

 士
ち
ゃ
ん
﹂
達
も
︑
前
年
の
特
集
に 

 
 

 於
け
る
﹁
最
後
の
新
曲
﹂
︑
其
の
後 

 
 

 に
放
送
の
﹁
最
後
の
公
演
﹂
︵
同
年
一 

 
 

 一
月
一
八
日
放
送
：﹁…

想
う
事
・
其
の
伍
﹂ 

先
天
性
脳
障
害
︵
高
機
能
自
閉
症
＝
非
知
的
障
害
︶
者
の
眼
か
ら
観
た
テ
レ
ビ
番
組 

 

﹃
博
士
ち
ゃ
ん
﹄
に
想
う
事 
其の八   

 
2024年 

（令和６年） 

６～８月 

五
○
年
弱
遅
れ
の 

｢

し
く
じ
り
博
士
ち
ゃ
ん｣ 

か   
 

ら 
 

  

は
る  

 

お   

佳 

羅 

春 

男 

在
・
北
海
道 

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
年
︶
三
月
出
生 
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２ 

 
 

 参
照
︶
︑
双
方
の
関
係
者
の
証
言
を
通 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い 
し
て
美
空
の
﹁
超
・
満
身
創
痍
﹂
の 

 
 

 姿
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
事
で
︑
︹
共 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
と 

に
聞
き
手
を
務
め
た
︑
当
時
プ
ロ
一 

 
 

 年
目
の
﹁
美
空
女
子
﹂
を
含
む
数
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

み 

を
除
け
ば
︺
﹁
も
ー
い
い
︑
観
た
く 

 
 

 
 

 
 

む
ね 

 
 

 
 

お 
 

 
 

お
ち
い 

な
い
﹂
旨
の
嫌
悪
感
に
陥
っ
て
る
が 

 
 

 故
な
の
か
も
知
れ
な
い
︒ 

 
 

 

 

西
城
と
尾
崎
に
関
し
て
は
前
年
の 

 
 

 特
集
で
も
詳
し
く
語
ら
れ
て
る
が
︑ 

 
 

 特
に
後
者
に
つ
い
て
新
た
に
︑
初
登 

 
 

 場
の
高
校
二
年
男
子
が
﹁
没
︵
一
九
九 

 
 

 二
年
︶
後
三
○
年
展
へ
足
を
運
ん
で 

 
 

 救
わ
れ
た
︵←

人
間
関
係
に
関
す
る
悩
み 

 
 

 ︵
筆
者
と
同
様
な
？
︶
を
彼
も
抱
え
て
た
ん 

 
 

 だ
ろ
う
ね
：
筆
者
想
う
に
︶

︒
毎
年
︑
四 

 
 

 月
二
五
日
一
二
時
六
分
︵
＝
尾
崎
の
死 

 
 

 亡
︵←

肺
水
腫
：
死
因
︶
日
時
︶
に
は
如
何 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
く
と
う 

な
る
場
所
に
居
て
も
一
分
間
︑
黙
祷 

 
 

 を
行
っ
て
る
﹂
旨
を
語
っ
て
た
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
放
送
協
会 

 

笠
置
に
関
し
て
は
完
全
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

 
 

 
  

ド
ラ
マ 

発
の
劇
︵
連
続
テ
レ
ビ
小
説
︶
を
通
し
て 

 
 

 の
影
響
と
認
知
で
あ
る
事
を
三
人 

 
 

 ︵
美
空
女
子
・
電
子
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
︵
以 

 
 

 下
︑
Ｅ
Ｏ
︶
男
子
・
懐
泡
男
子
︶
が
認
め
て 

 
 

 る
が
︑
平
安
貴
族
の
生
活
を
語
っ
た 

 
 

 小
学
六
年
の
神
社
仏
閣
女
子︵
六
月
一 

 
 

 五
日
放
送
・
一
時
間
五
八
分
枠
︶と
云
い
︑ 

 
 

 Ｎ
Ｈ
Ｋ
発
の
劇
︵
﹁
平
安…

﹂
の
場
合
は 

 
 

 ﹁
大
河
ド
ラ
マ
﹂
︶
の
影
響
力
が
﹁
博
士 

 
 

 ち
ゃ
ん
﹂
達
に
も
根
強
く
作
用
し
て 

 
 

 る
事
︑
改
め
て
敬
服
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
ち
ほ
ど 

 

坂
本
に
関
し
て
は
後
程
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン 

 

テ
レ
ビ
漫
画
︵
書
写
動
画
︶
の
主
題 

 
 

 歌
を
専
門
に
歌
っ
て
来
た
水
木
は
︑ 

 
 

 ﹁
博
士
ち
ゃ
ん
﹂
達
の
間
で
は
唯
一 

 
 

 の
﹁
子
供
ら
し
い
﹂
選
択
︒
彼
を
推 

 
 

 し
た
説
明
を
︑
﹁
演
歌
好
き
﹂
の
小 

 
 

 学
六
年
女
子
が
代
表
で
語
っ
て
た
事 

 
 

 も
面
白
か
っ
た
︒ 

 
 

 

 

石
原
は
劇
﹃
西
部
警
察
﹄
︵
一
九
七 

 
 

 九―

一
九
八
四
︑
全
三
部
構
成
︶
や
事
務 

 
 

 所
︵
﹃
石
原
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
﹄
二
○
二
一 

 
 

 年
五
月
解
散
︶
所
属
一
俳
優
の
﹁
結
婚 

 
 

 式
中
継
︵
皇
族
の
其
並
の
！
長
時
間
特
番
︒ 

 
 

 一
九
八
五
年
六
月
︶
﹂等
を
通
し
て
テ
レ 

 
 

 朝
に
と
っ
て
は
最
大
級
の
功
労
者
だ 

 
 

 っ
た
だ
け
に
︑
筆
者
と
し
て
も
前
年 

 
 

 の
特
集
で
選
ば
れ
な
か
っ
た
事
に
疑 

 
 

 問
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
が
︑
今
回
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

ど 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

に
な 

選
出
に
安
堵
︒
代
表
説
明
を
担
っ
た 

 
 

 ﹁
昭
和
の
遊
び
男
子
﹂
︵
小
学
五
年
・ 

 
 

 初
登
場
︶
が
漫
画
﹃
ど
根
性
ガ
エ
ル
﹄ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
が 

の
シ
ャ
ツ
を
着
乍
ら
︑
石
原
が
歌
う 

 
 

 初
期
楽
曲
の
﹁
Ｓ
Ｐ
盤
︵
明
治
期
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

レ
コ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク 

一
九
五
○
年
代
迄
の
記
録
円
盤
︒
多
く
は
木 
 

 
 で

造
ら
れ
︑
片
面
で
五
分
弱
し
か
収
録
出
来 

 
 

 な
か
っ
た
︶
﹂
拝
聴
を
習
慣
と
し
て
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

い 

か   
 

 
 

こ
っ
け
い 

 

わ
ら 

旨
の
話
と
姿
は
如
何
に
も
滑
稽
︑
嗤 

 
 

 い
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
っ
ぱ 

 

八
代
に
関
し
て
は
専
ら
︑
司
会
の 

 
 

 お
笑
い
芸
人
二
人
組
が
盛
り
上
が
っ 

 
 

 て
た
感
を
否
め
な
か
っ
た
︒
彼
女
が 

 
 

 ﹁
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
﹂︵
二
○ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ 

一
一
年
三
月
一
一
日
︶
に
因
る
被
災
地 

 
 

 ︵
宮
城
県
内
︶
へ
慰
問
に
訪
れ
︑
其
処 

 
 

 で
当
の
二
人
組
も
出
演
し
た
︑
其
の 

 
 

 御
礼
と
し
て
彼
等
二
人
組
が
彼
女
の 

 
 

 別
荘
に
招
か
れ
た
︵←

実
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に 

 
 

 
 

ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー 

拠
る
多
様
性
番
組
の
収
録
の
為
︶

旨
の
思 

ほ
ぼ 

い
出
話
に
略
終
始
︒―

―

﹁
博
士
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
っ 

け 

ゃ
ん
﹂
達
︑
何
か
呆
気
に
取
ら
れ
て 

 
 

 た
の
で
は
︒ 

◁ 
 

 
 

 

Ｅ
Ｏ
男
子
と
は
愛
用
楽
器
を
通
し 

 
 

 て
縁
が
深
い
﹃
ヤ
マ
ハ
﹄
︵←

番
組
で 

 
 

 も
連
呼
さ
れ
て
る
﹃
エ
レ
ク
ト
ー
ン
﹄
は
同 

 
 

 社
の
登
録
商
標
︒
故
に
本
書
で
は
原
則
的
に
︑ 

 
 

 文
中
の
始
め
に
﹁
電
子
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
﹂ 

 
 

 と
表
記
し
︑
同
一
文
中
に
於
い
て
は
以
降
︑ 

 
 

 ﹁
Ｅ
Ｏ︵←

E lectronic reed O
rgan

︶﹂ 
 

 
 と

略
記
︒
尚
︑
単
に
オ
ル
ガ
ン
と
言
う
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ 

は
﹁
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
﹂
を
指
す
︶
育
ち
の 

 
 

 歌
手
︵
﹃
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ソ
ン
グ
・
コ
ン
テ 

 
 

 ス
ト
﹄
︵
一
九
六
九―

一
九
八
六
︑
通
称
ポ 

 
 

 プ
コ
ン
︶
本
大
会
出
演
者
︶
は
昨
年
に
続 

 
 

 き
︑
一
人
も
選
ば
れ
な
か
っ
た
︒ 

 
 

 

 

尚
︑
他
の
一
一
人
と
一
組
︵
女
性
二 

 
 

 人
組
︶
は
存
命
中
で
あ
る
が
故
︑
此
処 

 
 

 で
は
実
名
表
記
を
差
し
控
え
る
︵→

 
 

 
 本

書
最
終
頁
の
﹁
お
断
り
﹂
参
照
︒
曲
目
を 

 
 

 観
る
と
各
々
︑
誰
の
歌
か
は
判
り
得
る
が
︑ 

 
 

 此
処
で
は
筆
者
の
立
場
も
考
え
念
の
為
︶が
︑ 

 
 

 筆
者
と
し
て
気
に
成
っ
た
事
々
を
三 

 
 

 つ
︵
箇
条
書
き
に
て
失
礼
︒
丸
付
き
数
字
は 

 
 

 放
送
で
発
表
の
順
位
︶

︒ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

わ 

▽
﹃
ル
ビ
ー
の
指
環
﹄
を
巡
り
︑
Ｅ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

テ
ー 

Ｏ
男
子
と
監
修
作
曲
家
︵
番
組
の
主 

 
 

  

マ 題
楽
曲
を
作
曲
し
演
奏
︒
以
下
︑
Ｄ
氏
︶ 

 
 

 

と
で
実
技
を
伴
っ
て
の
競
演
解
説 



佳羅放送戯評 『博士ちゃん』に想う事 其の八 ２０２４年９月２５日(水) 

３ 

 
 

 

︵
﹁
八
ビ
ー
ト
﹂
と
﹁
一
六
ビ
ー
ト
﹂
と 

 
 

 
の
比
較
︶
︒
に
筆
者
︑
﹁
安
定
的
な 

 
 

リ
ズ 
ム  

 
 

テ
ン 

ポ  
 

 
 

 
 

 

き 

め 

律
動
と
歩
調
の
上
に
木
目
の
細
か 

 
 

 

さ
を
加
え
る
事
が
︑
大
衆
音
楽
の 

 
 

 

営
業
的
成
功
の
秘
訣
か
？
﹂
等
と 

 
 

 

変
な
納
得
を
覚
え
た
︒ 

 

ベ
ス
ト
ス
リ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
＊ 

▽
三
傑
発
表
の
前
に
︑
美
空
女
子
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

＊ 

＊ 

演
歌
好
き
姉
弟
︵
小
六
＋
小
三
︶
に 

 
 

 
 

 拠
る﹁﹃
夜
の
ヒ
ッ
ト
ス
タ
ジ
オ
﹄ 

 
 

 
 

 ︵
﹃
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
﹄
に
拠
る
音
楽 

 
 

 
 

 番
組
︑
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

九
○
年
迄
放
送
︒
同
社
拠 

頁
内
の
有
料 

 
 

 

サ
ー
ヴ
ィ
ス 

 
 

 
 

 
 

 

み 

役
務
を
通
し
て
観
た
の
だ
ろ
う
か
：
筆
者 

 
 

 
 

 
 

余
談
︶
の
再
現
を
﹂
旨
の
要
望
で
︑ 

＊ 
 

 
 

 
 

 
 

＊ 

三
司
会
者
︵
お
笑
い
二
人
組
と
大
学
生 

 
 

 

女
優
︶
も
加
わ
り
︑
複
数
楽
曲
の
触 

 
 

 
 

 
 

つ
な 

 
 

 
 

 
 

 

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

り
を
繋
い
で
の
﹁
継
曲
歌
唱
﹂
︒ 

 
 

 

歌
わ
れ
た
楽
曲
は
︑
仮
設
階
段
を 

 
 

 

降
り
乍
ら︵←

明
ら
か
に﹃
宝
塚
歌
劇
﹄ 

 
 

 

の
真
似
︒但
し
急
斜
且
つ
狭
い
段
で
は
無 

 
 

 

か
っ
た
が
：
筆
者
余
談
︶
の
﹃
東
京
ブ 

 
 

 

ギ
ウ
ギ
﹄
︵
美
︶
を
手
始
め
に
﹃
か 

 
 

 

も
め
が
飛
ん
だ
日
﹄︵
姉
弟
︶→

﹃
ギ 

 
 

 

ザ
ギ
ザ
ハ
ー
ト
の
子
守
歌
﹄︵
笑
︶ 

 
 

 →

﹃
ペ
ッ
パ
ー
警
部
﹄︵
大
︶→

﹃
ラ 

 
 

 

ヴ
・
イ
ズ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
﹄
︵
美
︶ 

 
 

 →

﹃
あ
ず
さ
二
号
﹄︵
姉
弟
︶→

﹃
ま 

 
 

 

た
会
う
日
ま
で
﹄︵
笑
︶→

少
し
長 

 
 

 

め
に
﹃
学
園
天
国
﹄
︵
大
︑
七
四
年 

 
 

 

発
表
の
初
版
か
ら
で
は
無
か
っ
た
が
︶
︒ 

 
 

 

画
面
の
右
上
に
﹃
第
一
興
商
﹄︵
カ 

 
 

 

ラ
オ
ケ
機
器
の
事
業
会
社
︒
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の 

 
 

 

﹃
の
ど
自
慢
﹄で
も
同
社
提
供
の
音
源
が 

 
 

 

使
わ
れ
て
る
︵
二
○
二
三
年
四
月
～
︶
︒ 

 
 

 

美
空
女
子
が
所
属
す
る
音
楽
ソ
フ
ト
会 

 
 

 

社
は
同
社
の
完
全
子
会
社
︶
の
字
幕
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ぎ 

こ 
お
笑
い
二
人
組
の
歌
に
は
擬
古
地 

 
 

 

な 無
さ
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
︒
に
も 

 
 

か
か
わ 

 
 

 
 

 
 

 

い
わ 

拘
ら
ず
︑Ｄ
氏
曰
く﹁
一
○
○
点
﹂︒ 

 
 

 ―
―

今
︑
障
害
者
︵
児
︶
福
祉
の 

 
 

 

現
場
で
は
特
に
顕
著
と
成
っ
て
る 

 
 

 
 

 

ほ 
 

 

ま 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ 

﹁
褒
め
捲
く
り
︵←

敢
え
て
叱
ら
な 

 
 

 

い
︶

﹂
へ
の
連
想
を
禁
じ
得
ぬ
の 

 
 

 

は
筆
者
だ
け
？ 

 
 

 ▽
前
述
﹁
Ｓ
Ｐ
盤
﹂
の
﹁
昭
和
の
遊 

 
 

 

び
男
子
﹂
︑
﹁
︵
超
小
型
︶
ソ
ノ 

 
 

 

シ
ー
ト︵
薄
い
ビ
ニ
ー
ル
製
の
録
音
盤
︒ 

 
 

 

一
九
六
○
年
頃
か
ら
主
に
雑
誌
の
付
録 

 
 

 

と
し
て
流
通
し
て
い
た
が
︑二
一
世
紀
初 

 
 

 

頭
に
日
本
国
内
で
の
生
産
は
終
了
︒
尚
︑ 

 
 

 

当
日
の
番
組
で
紹
介
の﹁
若
手
歌
手
の
写 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
た
な 

真
裏
に
三
分
弱
の
拙
い
話
を
収
め
た
品
﹂ 

 
 

 

︵
一
九
七
五
年
頃
発
売
？
︶は
幅
が
一
○ 

 
 

 

㎝
弱
の
為
︑一
般
の
ア
ナ
ロ
グ
盤
再
生
機 

 
 

 

︵
俗
に
云
う
﹁
ス
テ
レ
オ
﹂
︶
で
は
再
生 

 
 

 

不
可
︶
と
其
を
再
生
出
来
る
超
小 
 

 
 

型
の
ア
ナ
ロ
グ
機
器
﹂
を
ス
タ
ジ 

 
 

 

オ
へ
持
ち
込
ん
だ
﹁
︹
新
御
三
家 

 
 

 

中
の
一
︺
女
子
﹂︵
現
大
学
二
年
︶
︑ 

 
 

 

Ｃ
Ｄ
か
ら
態
々
磁
気
テ
ー
プ
へ
転 

 
 

 

載
し
質
を
下
げ
た
︵
？
︶
音
楽
を 

 
 

 

敢
え
て
聴
い
て
る
と
云
う
﹁
八
○ 

 
 

 

年
代
偶
像
女
子
﹂︵
︿
初
﹀中
学
一
年
︶︑ 

 
 

 …
―

―

︹
前
々
回
︵
其
の
六
︶

の
蒸 

 
 

 

し
返
し
と
成
る
が
︺我
が
子
の﹁
好 

 
 

 

き
﹂
を
伸
ば
す
為
に
投
資
を
惜
し 

 
 

 

ま
ぬ
︹
一
方
で
恐
ら
く
︑
自
分 

 
 

 

︹
更
に
は
夫
婦
︺
の
遣
り
た
い
事 

 
 

 

は
殆
ど
犠
牲
に
し
て
る
の
だ
ろ 

 
 

 

う
︺
﹁
博
士
ち
ゃ
ん
﹂
の
親
御
さ 

 
 

 
ん
方
に
︑改
め
て
敬
服
︒――

其
に 

 
 

 

し
て
も
︑…

今
回
二
位
の
歌
手
の 

 
 

 

﹁
後
援
会
員
限
定
抽
選
公
演
﹂
に 

 
 

 

応
募
・
当
選
し
足
を
運
ん
で
﹁
滅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
イ
ド
ル 

茶
泣
い
た
﹂
と
云
う
﹁
昭
和
偶
像 

 
 

 

商
品
女
子
﹂
︵
︿
初
﹀
高
校
二
年
︶
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ   
 

 
 

な
が 

 
 

 

も 

金
銭
面
も
然
る
事
乍
ら
︑
若
し
本 

 
 

 

人
単
独
で
会
場
に
入
れ
た
な
ら
︑ 

 
 

 

﹁
超
・
幸
運
﹂
と
言
う
べ
き
だ
ろ 

 
 

 

う
ね
︵
公
演
会
場
に
成
っ
た
と
云
う
﹁
丸 

 
 

 

の
内
の
ジ
ャ
ズ
倶
楽
部
﹂
の
拠
頁
を
観
る 

 
 

 

と
︑
﹁
予
算
六
○
○
○
～
八
○
○
○
円
／ 

 
 

 

人
﹂
﹁
一
八
歳
未
満
︵
高
校
生
以
下
︶
は 

 
 

 

保
護
者
同
伴
且
つ
第
一
シ
ョ
ウ
の
み
入 

 
 

 

場
可
﹂
旨
記
載
在
り
︶

︒ 

◁ 
 

 
 

 

さ
て
︑
坂
本
九
︵
以
下
︑
九
︶

に
関 

 
 

 し
︑
筆
者
︵
一
先
天
性
脳
障
害
者
︑
且
つ 

 
 

 社
会
福
祉
法
人
に
て
就
労
中
︶

と
し
て
特 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゆ
え 

に
思
い
当
た
る
事
が
在
る
が
故
︑
此 

 
 

 の
機
会
を
利
用
し
特
筆
し
て
お
き
た 

 
 

 い
︒―

―

当
日
の
﹃
博
士
ち
ゃ
ん
﹄
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
る 

は
言
及
が
無
か
っ
た
︹
或
い
は
︑
収 

 
 

 録
の
時
点
で
言
及
す
る
も
他
局
︵
﹃
日 

 
 

 本
テ
レ
ビ
放
送
網
﹄
：
以
下
︑
日
テ
レ
︶
絡 

 
 

 み
の
話
故
に
削
除
さ
れ
た
か
も
知
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
れ 

ぬ
︺
が
︑―

―

其
は 

ず
ば
り
︑
彼
の 

 
 

 慈
善
活
動
に
関
す
る
話
だ
︒ 

 
 

 

 

﹁…

想
う
事
・
四
﹂
に
て
︑
﹃
パ 

 
 

 ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク︵←

ス
ト
ー
ク
マ
ン
デ
ビ 
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４ 

 
 

 ル
記
念
・
国
際
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大 

 
 

 会
︶
﹄
の
日
本
初
開
催
︵
一
九
六
四
︶
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
め 

際
し
九
が
資
金
援
助
の
為
の
演
奏
会 

 
 

も
よ
お 

 

を
催
し
た
旨
を
述
べ
た
が
︑
九
は
生 

 
 

 前
︑
﹃
あ
ゆ
み
の
箱
﹄
︵
共
に
俳
優
と 

 
 

 し
て
活
躍
し
た
伴
淳
三
郎
︵
一
九
○
八―

一 
 

 
 九

八
一
︶
と
森
繁
久
弥
︵
一
九
一
三―

二
○ 

 
 

 ○
九
︶
が
共
で
設
立
し
た
︵
一
九
六
三
︶
︑ 

 
 

 社
会
福
祉
事
業
の
発
展
へ
の
貢
献
を
目
的 

 
 

 と
す
る
一
般
社
団
法
人
︶の
街
頭
募
金
活 

 
 

 動
や
主
催
行
事
に
創
立
時
か
ら
参
加
︑ 

 
 

 後
に
理
事
を
務
め
る
等
︑
障
害
者
福 

 
 

 祉
に
関
す
る
慈
善
活
動
を
積
極
的
に 

 
 

 行
っ
て
い
た
︒ 

 
 

 
 

 

﹃
上
を
向
い
て
歩
こ
う
﹄
︵
一
九
六 

 
 

 
 

一
年︵
昭
和
三
六
︶発
表
の
楽
曲
︒二
年
後
︑ 

 
 

 
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
発
売
さ
れ
︑
日
本
の
大 

 
 

 
 

衆
音
楽
作
品
と
し
て
は
初
め
て
︑
合
衆
国
の 

 
 

 
 

音
楽
市
場
に
て
計
一
○
○
万
枚
以
上
の
音 

 
 

 
 

盤
売
り
上
げ
を
記
録
し
た
︶
が
日
本
国
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ 

で
売
上
を
伸
ば
し
て
た
最
中
︑
﹁
急 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま 

ひ 

性
灰
白
髄
炎
﹂
︵←

小
児
麻
痺 

ウ
イ
ル 

 
 

 
 

ス
に
因
る
感
染
症
︵
伝
染
病
︶
の
一
︒
多
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
れ 

は
無
症
状
で
経
過
す
る
が
︑
稀
に
筋
力
低
下 

お
ち
い 

か
ら
麻
痺
状
態
に
陥
る
例
も
在
る
︶
が
北 

 
 

 海
道
夕
張
市
を
中
心
に
流
行︵
患
者
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ 

最
終
的
に
五
○
○
○
人
台
︶
︒
是
を
受
け 

 
 

 て
の
救
済
資
金
を
集
め
る
為
の
演
奏 

 
 

 会︵
一
九
六
二
︶を
日
テ
レ
系
列
の﹃
札 

 
 

 幌
テ
レ
ビ
放
送
﹄︵
以
下
︑
札
テ
レ
︶
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

● 

● 

● 

主
催
︑
九
は
出
演
要
請
に
無
報
酬
を 

 
 

 
 

 
 

こ
た 

条
件
に
応
え
︑
以
来
一
○
年
間
︑
札 

 
 

 テ
レ
主
催
の
慈
善
演
奏
会
に
出
演
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
よ 

―
―

是
が
出
演
終
了
か
ら
凡
そ
五
年 

 
 

 後
︑
当
時
の
民
間
放
送
に
在
っ
て
は 

 
 

 珍
し
い
︑
専
ら
社
会
福
祉
を
扱
う
電 

 
 

 影
番
組
の
開
発
そ
し
て
放
送
︵
但
し
地 

 
 

 元
域
︵
此
の
場
合
は
北
海
道
︶
限
定
︶
へ
繋 

 
 

 が
っ
た
︒
﹃
ふ
れ
あ
い
広
場
サ
ン
デ 

 
 

 ー
九
︵
一
九
七
六―
一
九
八
五 

以
下
︑ 

 
 

 サ
ン
九
︶
﹄
︒
札
テ
レ
と
し
て
は
恐
ら 

 
 

 く
︑
此
の
番
組
を
四
半
世
紀
︵
＝
二
五 

 
 

 年
間
︶・
即
ち
九
の﹁
還
暦︵
＝
六
○
歳
︶﹂ 

 
 

 直
前
迄
は
続
け
た
か
っ
た
ろ
う
が
︑ 

 
 

 一
○
年
も
経
た
ぬ
内
に
九
の
死
︵
一 

 
 

 九
八
五
年
八
月
一
二
日
︒
羽
田
発
伊
丹
行
き 

 
 

 の
﹃
日
本
航
空
﹄
所
有
﹁
ボ
ー
イ
ン
グ
七
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
か
ま
が
は
ら
や
ま 

七
Ｓ
Ｒ
一
○
○
﹂
旅
客
機
が
高
天
原
山
︵
群 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

お 

す  

た
か 

馬
県
多
野
郡
上
野
村
︑
通
称
﹁
御
巣
鷹
山
﹂
︶ 

 
 

 の
中
腹
部
に
墜
落
︒
同
機
に
九
も
搭
乗
︑
即 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

も
っ 

 

た
た 

死
︒
享
年
四
三
︶
を
以
て
畳
む
を
余
儀 

 
 

 無
く
さ
れ
ち
ま
っ
た
︵
﹃
サ
ン
九
﹄
は
九 

 
 

 の
死
が
確
認
さ
れ
た
週
に
追
悼
企
画
が
放 

 
 

 送
さ
れ
︑
過
去
の
放
送
分
か
ら
数
本
選
ん
で 

 
 

 の
再
放
送
を
経
て
同
年
九
月
最
終
週
︑
改
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

え
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ち
な 

て
追
悼
企
画
が
組
ま
れ
終
焉
に
至
っ
た
︒
因 
 

 
 み

に
︑
九
は
其
の
前
年
迄
の
七
年
間
︑
日
テ 

 
 

 レ
系
列
・
毎
年
八
月
下
旬
に
放
送
の
﹃
︹
元 

 
 

 祖
︺二
四
時
間
テ
レ
ビ
・
愛
は
地
球
を
救
う
﹄ 

 
 

 ︵
一
九
七
八
年
開
始
︶
に
於
い
て
も
地
域
別 

 
 

 ︵
北
海
道
︶
枠
の
司
会
を
務
め
て
い
た
︶
︒ 

 
 

 

 

此
の
﹃
サ
ン
九
﹄
が
︑
﹁
自
閉
症 

 
 

 児
対
象
の
一
無
認
可
福
祉
施
設
︵
以 

 
 

 下
︑
Ｙ
と
記
す
︶
﹂
の
話
を
扱
っ
た
事
が 

 
 

 在
る
︵
一
九
八
三
年
四
月
︶
︒
と
あ
る
大 

 
 

 学
を
卒
業
し
た
て
の
保
育
士
数
人
が 

つ
ど 

 
 

 

お
こ 

集
っ
て
興
し
︑
同
大
学
と
資
本
的
に 

つ
な 

 
 

 
 

 
 

 

キ
リ
ス
ト 

繋
が
っ
て
る
基
督
教
会
の
建
物
を
借 

 
 

 り
つ
つ
活
動
を
始
め
て
間
も
無
い
頃 

 
 

 だ
っ
た
︒―

―

共
に
世
間
一
般
に
在 

 
 

 っ
て
︑
﹁
発
達
障
害
﹂
と
云
う
言
葉 

 
 

 が
飛
び
交
っ
て
お
ら
ず
︑
﹁
知
的
障 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

ち 

た
い 

害
﹂
︵
正
し
く
は
﹁
精
神
遅
滞
﹂
︶
が
﹁
精 

 
 

は
く
じ
ゃ
く 

神
薄
弱
﹂
︵
略
し
て
﹁
精
薄
﹂
︶
と
盛
ん 

 
 

 に
言
わ
れ
て
た
時
代
だ
︒ 

 
 

 

 

筆
者
が
﹁
Ｙ
﹂
の
存
在
を
知
っ
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は   
 

 
 

 
 

な
が 

の
は
︑
︹
恥
ず
か
し
乍
ら
︺
﹃
サ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ほ
ど 

た 

九
﹄
で
扱
わ
れ
て
か
ら
六
年
程
経
っ 

 
 

 て
か
ら
︑
即
ち
九
の
死
か
ら
三
年
と 

 
 

 九
箇
月
程
後
だ
っ
た
︒
基
礎
人
脈
形 

 
 

 成
に
失
敗
し
た
︵→

本
書
冒
頭
参
照
︶
筆 

 
 

 者
は
一
時
期
︵
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
す 

か
ら
二
○
年
程
︶
︑
親
の
勧
め
で
其
の 

 
 

 知
人
が
信
徒
と
成
っ
て
る
前
述
教
会 

 
 

 ︹
を
含
む
包
括
宗
教
法
人
下
の
諸
教 

 
 

 会
︺
に
通
い
続
け
た
︵
洗
礼
は
結
局
︑
受 

 
 

 け
な
か
っ
た
が←

キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
方 

 
 

 に
つ
い
て
全
面
的
な
支
持
を
持
て
な
か
っ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ 

こ 
 

 

お 
 

 
 

 

い
く 

た
︶
事
が
在
り
︑其
処
に
於
け
る
幾
つ 

 
 

 か
の
行
事
を
通
し
て
﹁
Ｙ
﹂
の
人
々 

 
 

 と
も
出
会
っ
た
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

テ
レ
ヴ
ィ 

 

地
域
限
定
乍
ら
九
司
会
の
電
影
番 

 
 

 
 

 

マ 

ス 

メ 

デ 

ィ 

ア 

組
が
大
手
伝
達
媒
体
と
し
て
初
め
て 

 
 

 採
り
上
げ
た
﹁
Ｙ
﹂
は
︑
経
営
者
の 

 
 

 交
代
を
経
て
一
三
年
後
・
即
ち
九
の 

 
 

 
 

 
 

お
よ 

死
か
ら
凡
そ
一
○
年
半
後
に
社
会
福 

 
 

 祉
法
人
と
成
り
︑
四
半
世
紀
余
り
の 

 
 

 歳
月
の
間
に
︑
七
○
○
人
近
い
働
き 

 
 

 手
と
凡
そ
二
六
億
円
超
の
年
間
収
益 

 
 

 を
誇
る
︵
二
○
二
三
年
三
月
期
現
在
︶
︑ 
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５ 

 
 

 北
海
道
有
数
の
障
害
者
福
祉
組
織
と 

 
 

 成
っ
て
今
に
至
っ
て
る
︒ 

 
 

 

其
の
間
︵
﹁
無
認
可
﹂
時
代
を
含
む
︶
︑ 

 
 

 脳
障
害
の
種
類
が
細
分
化
さ
れ
︑
新 

 
 

 た
な
障
害
名
も
複
数
多
数
︑
創
造
さ 

 
 

 れ
て
い
き
︵
知
の
程
度
に
関
係
無
く
一
括 

 
 

 り
さ
れ
て
た
﹁
自
閉
症
﹂→
知
的
障
害
を
伴 

 
 

 わ
な
い
も
の
は
﹁
高
機
能
自
閉
症
﹂
﹁
ア
ス 

 
 

 ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
﹂
等
々
に
：
例
︶
︑…
二 

 
 

 一
世
紀
に
入
る
と
政
治
も
動
き
を
見 

 
 

 せ
︑
﹁
発
達
障
害
者
基
本
法
﹂
︵
二
○ 

 
 

 ○
五
年
︵
平
成
一
七
︶
四
月
施
行
︶
等
の
新 

 
 

 た
な
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
っ
た
︒ 

 
 

 

―
―

そ
う
し
た
医
と
政(

官)

に
於
け 

 
 

 る
変
化
の
中
︑筆
者
︵
自
閉
症
の
傾
向
が 

 
 

 在
る
事
は
子
供
時
代
に
親
か
ら
聞
か
さ
れ 

 
 

 て
た
︒
尚
当
時
︑
小
学
校
に
は
﹁
養
護
学
級
﹂ 

 
 

 が
必
ず
併
設
さ
れ
て
い
た
︒
筆
者
は
親
の
努 

 
 

 力
も
在
り
辛
う
じ
て
︵
？
︶
対
象
外
と
成
っ 

 
 

 た
が
：
余
談
︶

は
﹁
Ｙ
﹂
の
人
々
と
交 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
っ
ぱ 

流
を
積
み
重
ね
る
︵
専
ら
会
話
と
施
設 

 
 

 訪
問
だ
が
︶
内
に
︑
自
身
が
知
的
障
害 

 
 

 を
伴
わ
な
い
先
天
性
脳
障
害
を
抱
え 

 
 

 て
る
事
を
改
め
て
強
く
自
覚
す
る
様 

 
 

 に
成
り
︑
﹁
Ｙ
﹂
が
紹
介
の
医
師
を 

 
 

 通
し
て
の
知
能
検
査
に
拠
り
﹁
高
機 

 
 

 能
自
閉
症
﹂
旨
の
診
断
を
受
け
︑…

 
 

 
 自

身
も
社
会
福
祉
関
係
の
仕
事
場
に 

 
 

 て
働
く
に
至
っ
た
︒ 

 
 

 

 

﹁
坂
本
九
と
慈
善
活
動
﹂
の
話
は 

 
 

 
 

 

あ 
 

 
 

 

こ 

こ   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も 

取
り
敢
え
ず
此
処
迄
と
す
る
が
︑
若 

 
 

 し
今
︑
九
が
生
き
て
た
ら
︑
﹁
Ｙ
﹂ 

 
 

 の
飛
躍
的
と
云
う
べ
き
変
化
に
ど
ん 

 
 

 な
言
葉
を
発
し
た
ろ
う
か
︒ 

 
 

 

 

﹃
上
を…

﹄
を
収
め
た
合
衆
国
向 

 
 

 け
Ｌ
Ｐ
盤
︵
直
径
約
三
○
㎝
︑
片
面
三
○ 

 
 

 分
以
内
︑
一
○
○
回
転
／
三
分
の
記
録
円
盤
︒ 

 
 

 大
衆
音
楽
で
は
ア
ル
バ
ム
と
称
し
て
る
︶を 

 
 

 復
刻
し
た
デ
ジ
タ
ル
音
盤
︵
Ｃ
Ｄ
／
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

は
ず 

 
 

 
 

 
 

● 

紙
中
︑
﹁
坂
本
﹂
の
筈
が
﹁
坂
木
﹂
と
記
さ 

 
 

 れ
て
る
︶を
見
せ
つ
つ
︑Ｎ
Ｈ
Ｋ
の﹃
の 

 
 

 ど
自
慢
﹄
に
出
演
し
﹃
上
を…
﹄
を 

 
 

 歌
っ
た
話
を
同
社
提
供
の
映
像
に
沿 

 
 

 っ
て
得
意
気
に
語
っ
た
︑
高
校
二
年 

 
 

 に
し
て
﹃
博
士
ち
ゃ
ん
﹄
初
出
演
の 

 
 

 ﹁
九
男
子
﹂
だ
が
果
た
し
て
︑
障
害 

 
 

 者
福
祉
の
道
へ
進
む
の
か
ど
う
か―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お 

と
云
う
事
が
︑
九
命
終
の
地
﹁
御
巣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
わ 

鷹
山
﹂
に
登
っ
た
経
験
の
有
無
と
併 

 
 

 せ
て
気
に
成
る
所
で
は
在
る
︒―

―
 

 
 

 そ
う
︑
二
○
二
五
年
八
月
一
二
日
・ 

 
 

 九
の
四
○
周
忌
︒
若
し
九
の
遺
族
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

い
ず 

︵
未
亡
人
︵
妻
︶
と
二
人
の
娘
︵←

何
れ
も 

 
 

 芸
能
界
の
一
線
で
活
躍
中
︶
︶

が
許
し
て 

 
 

 下
さ
る
な
ら
ば
︑此
の
日
に
合
わ
せ
︑ 

 
 

 彼
女
達
に
﹁
九
男
子
﹂
も
同
行
し
︑ 
 

 
 九

の
墓
と
御
巣
鷹
山
の
慰
霊
碑
と
を 

 
 

 訪
ね
て
祈
っ
た
上
で
九
に
関
す
る
思 

 
 

 い
出
話
や
裏
話
を
﹁
九
男
子
﹂
が
聞 

 
 

 き
其
を
放
送
す
る―

と
云
う
事
を
通 

 
 

 し
て
︑
後
世
へ
﹁
坂
本
九
﹂
を
語
り 

 
 

 
 

ま
た 

継
ぎ
亦
彼
の
遺
志―

慈
善
活
動
の
件 

 
 

 も
含
め―

を
も
引
き
継
ぐ
役
割
の
一 

 
 

 翼
を
番
組
﹃
博
士
ち
ゃ
ん
﹄
が
率
先 

 
 

 
 

に
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ 

し
て
担
う
事
︒―

―

其
を
縒
り
確
実 

 
 

 
 

ス
ム
ー
ス 

且
つ
円
滑
に
行
う
為
に
︑
﹃
博
士
ち 

 
 

 
 

 
 

 

放
送
専
用
衛
星 

 
 

 
 

 
 

 
 

ほ
と
ん 

ゃ
ん
﹄
の
Ｂ
Ｓ―

視
聴
率
を
殆
ど
気 

 
 

 に
し
な
い―

へ
の
移
行
も
︑
テ
レ
朝 

 
 

 グ
ル
ー
プ
に
は
強
く
勧
め
た
い
︒ 

 
 

 

◁ 
 

 
 

 
表
に
立
つ
に
せ
よ
︑
裏
方
に
徹
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
り
わ
い 

る
に
せ
よ
︑
音
楽
を
生
業
と
し
て
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
れ 

き
て
行
く
︒
其
が
︑｢

音
楽
系
博
士
ち 

 
 

 ゃ
ん
﹂
諸
君
に
と
っ
て
当
面
の
共
通 

 
 

 目
標
だ
ろ
う
ね
︒―

―
そ
し
て
︑﹁
音 

 
 

 楽
系…

﹂
諸
君
の
最
終
的
な
目
標
は  

こ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ず
ば
り
︑
是
に
尽
き
よ
う
︒
何
年
掛 

 
 

 
 

 
 

 
 

わ
か 

か
る
か
は
判
ら
ぬ
が
︑
坂
本
九
も
︑ 

 
 

 美
空
ひ
ば
り
も
︑
果
た
せ
な
か
っ
た 

 
 

 事
を
︒↓

 
  

 
 日

本
語
の
歌
で
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と 

グ
ラ
ミ
ー
賞
を
獲
ろ
う
！ 

  
 

そ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た 

 

其
に
し
て
も
︹
復
余
談
が
過
ぎ
る 

 
 

 が
︺
︑
Ｄ
氏
が
当
日
の
番
組
冒
頭
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ 
 

 
 

 
 

 
 

つ
ぼ
ね 

美
空
女
子
を
指
し
て
﹁
お
局
﹂
呼
ば 

 
 

 
 

 
 

 

い
じ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

わ
ら 

わ
り
︵←

弄
っ
た
？
︶

に
は
思
わ
ず
嗤 

 
 

 っ
ち
ま
っ
た
︒ 

 
 

 

□ 
 

 
 

 

□ 
 

 
 

 

﹁
昭
和
歌
謡
特
集
﹂
並
び
に
﹁
懐 

 
 

 泡
＋
時
計
＋
味
噌
﹂︵
六
月
一
日
放
送
︑ 

 
 

 ﹁
其
の
七
﹂
参
照
︶

以
外
︑
去
る
今
夏 

 
 

 に
﹃
博
士
ち
ゃ
ん
﹄
で
取
り
扱
っ
た 

 
 

 話
の
数
々
は
以
下
の
通
り
︒ 

 
 

 Ⓐ
平
安
貴
族
の
生
活
︵
神
社
仏
閣
女
子 

 
 

 

︵
小
学
五
年
︶
︑
和
服
︵
着
物
︶
女
子
︵
高 

 
 

 

校
二
年
︶
︒
平
安
時
代
に
於
け
る
官
僚
の 

 
 

 

日
常
生
活
を
︑臨
時
の
子
供
劇
団
に
拠
る 

 
 

 

寸
劇
と
数
箇
所
の
現
地
取
材
を
通
し
て 

 
 

 

再
現
／
一
時
間
五
八
分
枠
・
六
月
一
五
日 
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６ 

 
 

 

放
送
︶ 

 
 

 Ⓑ
独
創
芸
術
︵
全
員
男
子
︒
六
面
立
体
パ 

 
 

 

ズ
ル
︵
小
学
五
年
︒
一
六
五
○
個
を
使
い 

 
 

 

﹁
葛
飾
北
斎
の
富
嶽
﹂
を
再
現
︶
︑
折
り 

 
 

 

紙
展
開
図
︵
中
学
二
年
︒
パ
ソ
コ
ン
を
使 

 
 

 

い
設
計
の
展
開
図
を
基
に
︑折
り
紙
を
折 

 
 

 

る
だ
け
で
動
物
模
型
を
作
成
︶
︑
バ
ス
車 

 
 

 

両
模
型
︵
︿
初
﹀
高
校
一
年
︒
﹁
木
の
板 

 
 

 

＋
紙
＋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
﹂で
造
り
其
を 

 
 

 

街
の
外
に
置
い
て
携
帯
端
末
で
撮
影
︶
︑ 

 
 

 

甲
冑
︵
︿
初
﹀
中
学
二
年
︶
︑
巨
大
折
り 

 
 

 

紙
︵
︿
初
﹀
小
学
六
年
︒
体
育
館
を
借
り 

 
 

 

切
り
︑特
別
注
文
の
大
型
和
紙
で
動
物
模 

 
 

 

型
を
作
成
︶
／
六
月
二
二
日
放
送
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
く 

Ⓒ
日
本
狼
剥
製
発
見
記
︵
絶
滅
動
物
女 

 
 

 

子
︵
中
学
二
年
︶
︒
国
立
科
学
博
物
館
が 

 
 

 

収
蔵
の
﹁
山
犬
﹂
剥
製
一
体
を
ニ
ホ
ン
オ 

 
 

 

オ
カ
ミ
︵
日
本
狼
︶
の
も
の
と
断
定
︑
論 

 
 

 

文
発
表
に
至
る
迄
の
過
程
を
本
人
出
演 

 
 

 

の
再
現
劇
付
き
で
解
説
／
六
月
二
九
日 

 
 

 

放
送
︶ 

 
 

 Ⓓ
北
斎
男
子
訪
欧
記
﹁
完
全
版
﹂︵
七 

 
 

 

月
一
三
日
放
送
︒一
月
三
日
放
送
分
︵
﹁
想 

 
 

 

う
事
・
其
の
六
﹂
参
照
︶
に
未
公
開
分
を 

 
 

 

加
え
て
の
実
質
再
放
送
︶ 

 
 

 Ⓔ
新
紙
幣
入
手
記
︵
お
金
男
子
︵
中
学
二 

 
 

 

年
︶
︒
発
券
初
日
︵
七
月
一
日
︶
︑
揃
い 

 
 

 

の
特
定
番
号
が
印
刷
さ
れ
て
る
も
の
を 

 
 

 

入
手
す
べ
く
︑ス
タ
ッ
フ
と
手
分
け
し
三 

 
 

 

箇
所
を
廻
る
︶
／
Ⓕ
特
撮
の
悪
役 

 
 

 

︵
︿
初
﹀
中
学
一
年
男
子
︒
一
九
七
○
年 

 
 

 

代
前
半
に
テ
レ
ビ
放
送
済
の
特
殊
撮
影 

 
 

 

劇
か
ら
三
作︵﹃
円
谷
プ
ロ
﹄二
作
＋﹃
Ｐ 

 
 

 

プ
ロ
﹄
一
作
︶
を
選
び
︑
悪
役
の
立
場
に 

 
 

 

立
ち
つ
つ
解
説
︶
︵
以
上
︑
七
月
二
七
日 

 
 

 

放
送
︶ 

 
 

 Ⓖ
地
獄
を
語
る︵
︿
初
﹀小
学
五
年
男
子
︒ 

 
 

 

﹁
四
十
九
日
法
要
﹂
の
目
的
︑
地
獄
の
構 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
ぞ
ら 

造
︵
八
階
の
建
物
に
準
え
る
︶
︑
等
を
解 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

え
ん 

ま  
 

 
 

ま
つ 

説
︒
東
京
都
内
の
﹁
閻
魔
﹂
を
祀
る
寺
巡 

 
 

 

り
の
映
像
も
／
八
月
一
七
日
放
送
︶ 

 
 

 
 

こ 

こ 
 

 
 

 
 

 

な
い 

し 

―
―

此
処
か
ら
三
乃
至
四
本
を
選
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か   
 

お
お
ざ
っ 

ぱ 

な
が 

だ
上
で
︑
短
く
且
つ
大
雑
把
乍
ら
だ 

 
 

 が︵
？
︶感
想
と
意
見
を
試
み
た
い
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

よ 

但
し
︑
構
成
上
の
都
合
に
因
り
順
番 

 
 

 は
前
後
す
る
が
︒ 

 
 

 ▽
Ⓒ
の
中
二
女
子
に
︑
先
ず
は
﹁
お 

 
 

 

見
事
！
﹂
︒
の
上
で
端
的
に
評
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ひ
ら
め 

る
な
ら
正
に
﹁
感
性
＋
閃
き
﹂
の 

 
 

 

勝
利
︑
だ
ろ
う
ね
︒
但
︑…

今
回 

 
 

 

の
現
場
収
録
で
案
内
役
を
務
め
た 

 
 

 

男
女
の
研
究
員
が
勤
め
る
﹃
国
立 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ざ 

科
学
博
物
館
﹄
へ
の
就
職
を
目
指 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ 

こ 

し
て
る
か
も
知
れ
ぬ
が
︑
其
処
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
な 

 

そ
れ 

の
働
き
︹
︑
否
︑
其
以
前
に
国
内 

 
 

 

国
公
立
大
学
︵
生
物
学
？
︶

へ
進
学 
 

 
 

し
其
処
で
の
学
び
︺
の
中
で
︑
彼 

 
 

 

女
の
持
ち
前
・
今
回
発
見
の
原
動 

 
 

 
 

 
 

 

い 

力
と
云
え
る
﹁
感
性
＋
閃
き
﹂
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
ふ 

否
定
さ
れ
そ
し
て
潰
さ
れ
︹←

立 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
じ 

派
な
﹁
苛
め
﹂
！
︺﹁
並
︹
以
下
？
︺ 

 
 

 

の
研
究
員
﹂
に
彼
女
が
落
ち
着
く 

 
 

 
 

あ
る 

 
 

 
 

お 

︹
或
い
は
堕
ち
る
？
︺
可
能
性
を 

 
 

 
 

 

ぐ 

危
惧
す
る
の
は
︑
筆
者
だ
け
？ 

 
 

 ▽
Ⓕ
の
中
一
男
子
︒
番
組
と
し
て
は 

 
 

 

三
人
目
の
﹁
特
撮
男
子
﹂
だ
が
︑ 

 
 

 

高
校
生
以
上
が
続
い
た
中
で
ぐ
ん 

 
 

 

と
若
返
っ
て
の
初
登
場
︒
﹁
涙
無 

 
 

 

し
に
は
観
ら
れ
ぬ
悪
役
﹂
と
し
て 

 
 

 

三
番
目
に
語
っ
た
﹃
宇
宙
猿
人
ゴ 

 
 

 
リ
﹄
︵
﹃
Ｐ
プ
ロ
﹄
製
作
︑
一
九
七
一―

 
 

 
 

七
二
年
発
表
︒
但
し
︑…

第
四
○
話
か
ら 

 
 

 

終
了
迄
は﹃
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
﹄︹←

﹁
悪 

 
 

 

人
を
主
人
公
と
す
る
の
は
子
供
向
け
と 

 
 

 

し
て
は
如
何
な
も
の
か
﹂旨
の
意
見
が
鍵 

 
 

 

局
︵
﹃
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
﹄
︶
内
部
で 

 
 

 

飛
び
交
っ
た
と
の
事
だ
が
︑
恐
ら
く
︑
同 

 
 

 

様
の
意
見
が
当
時
の
提
供
企
業
か
ら
も 

 
 

 

出
て
︑提
供
企
業
の
途
中
交
代
も
在
っ
た 

 
 

 

の
だ
ろ
う
︺
︶
︑
﹁
知
能
指
数
三
○ 

 
 

 

○
の
猿
人
科
学
者
︵
＝
﹃
ゴ
リ
﹄
︶
﹂ 

 
 

 

に
挑
む
﹁
正
義
の
味
方
︵
＝
﹃
ス
ペ 

 
 

 

ク
ト
ル
マ
ン
﹄
︶
﹂
は
恐
ら
く
﹁
並
の 

 
 

 

知
能
を
持
つ
︵
＝
普
通
の
︶

人
々
の 

 
 

 

代
表
﹂
と
云
う
設
定
で
︑…

此
の 

 
 

 

作
品
を
﹁
正
義
﹂
の
側
に
立
っ
て 

 
 

 

端
的
に
言
え
ば
﹁
出
来
過
ぎ
る
存 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
い 

在
を
排
除
し
︵
＝
﹁
出
る
杭
を
打
つ
﹂
︶︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
も 

並
︵
＝
普
通
︶
の
人
々
の
利
益
を
護 

 
 

 
 

た
め 

る
為
の
戦
い
の
物
語
﹂
︑
ひ
ょ
っ 

 
 

 

と
す
る
と
﹁
博
士
ち
ゃ
ん
︹
達
︺ 

 
 

  

対 

並
の
子
︹
達
︺
︑
の
物
語
﹂
に 

 
 

 

置
き
換
え
得
る
か
も
知
れ
な
い
︒ 

 
 

 ―
―

そ
う
筆
者
に
は
思
え
て
来
た
︒ 

 
 

 ▽
Ⓐ
に
出
演
︑
現
場
収
録
部
分
の
終 

 
 

 

盤
で
﹁
大
学
教
授
に
成
る
﹂
旨
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
う
や 

将
来
の
夢
と
し
て
漸
く
？
語
っ
た 

 
 

 

小
五
の
神
社
仏
閣
女
子
に
は
改
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま 

て
︑
﹁
先
ず
は
神
職
を
目
指
せ
︒ 

 
 

 

其
の
上
で
出
来
れ
ば
︑
海
外
且
つ 
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７ 

 
 

 

政
情
不
安
定
な
地
域
に
神
社
を
建 

 
 

 
て
て
︑
当
該
各
国
の
要
人
達
を
招 

 
 

 

い
て
仲
を
取
り
持
ち
恒
久
的
な
平 

 
 

 

和
へ
貢
献
し
て
み
よ
︒
其
の
実
績 

 
 

 

を
積
み
上
げ
た
先
に
︑
大
学
教
授 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ
ー 

ル 

へ
の
道
も
開
か
れ
る
﹂
旨
の
声
援 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ 

︵
？
︶
を
敢
え
て
贈
り
た
い
︒
其 

 
 

 

に
し
て
も
︑…

日
本
国
内
全
て
の 

 
 

 

神
社
の
頂
点
に
君
臨
す
る
の
が
︑ 

 
 

 

他
成
ら
ぬ
﹁
天
皇
﹂
︒
其
の
地
位 

 
 

 

の
継
承
に
係
る
︑
政
治
家
達
に
拠 

 
 

 

る
議
論
︵
国
会
両
院
議
長
主
導
に
拠
る
︑ 

 
 

 

皇
族
数
確
保
に
関
す
る
与
野
党
協
議
︵
五 

 
 

 

～
九
月
︶
︒
﹁
女
性
皇
族
が
結
婚
後
も
皇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
お
む 

室
に
残
る
﹂
案
に
概
ね
賛
同
を
得
た
︑
と 

 
 

 

の
事
︶
を
︑
彼
女
は
ど
ん
な
思
い
で 

 
 

 

み 観
て
る
ん
だ
ろ
う
︒ 

 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

 

お 

断 

り 

◆
番
組
『
博
士
ち
ゃ
ん
』
の
出
演
者
名
は
著

作
者
『
テ
レ
ビ
朝
日
』
（
＝
一
般
社
団
法
人

『
日
本
新
聞
協
会
』
社
員
）
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
致
し
て
居
り
ま
す
が
、
佳
羅
研
で

は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
慎
重
を
期
す
と
共

に
、
実
名
公
表
に
因
っ
て
生
ず
る
可
能
性
が

在
る
諸
々
の
危
険
を
最
大
限
に
避
け
る
べ

く
、
亦
、
法
人
格
が
無
い
自
ら
の
立
場
も
考

慮
の
上
で
、
存
命
中
の
方
々
に
つ
い
て
は
匿

名
又
は
仮
名
を
原
則
と
致
し
て
居
り
ま
す
。 

■
本
書
の
作
成
に
際
し
て
は
、
『
テ
レ
ビ
朝

日
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
『
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
・

フ
リ
ー
百
科
事
典
』
を
主
に
参
照
致
し
て
居

り
ま
す
。 
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